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平成17年度 東海・北陸地区国立大学法人等技術専門職員研修報告
(物理・化学コース)
第二技術室田畑功、 第一技術室町原秀夫
三重大学工学部において9月26日から 3日間の日程で行われた標記合同研修には、 13機関より計
26名が受講した。次ベージのスケジュール通り、初日に開講式と講義、 2日目に実習、最終日に講義
と企業見学が行われた。三重大学は、病院を含む5学部から成る総合大学で、工学部は正門から最も遠
く、あと数百メートノレで海に達する位置に建っている。
講義の詳細については割愛するが、高分子化学の基礎から量子論まで、 7 クロな世界と超ミクロ世界
についての講義を大変興味深く聞かせて頂いた。二日目の実習では、 8つの実験テーマの中から参加者
の希望を加味した2テーマについてグループ毎に実習を行った。その中で「ガスクロによる作業環境測
定」について簡単に報告する。
三重大学では、工学部の技術職員 25名のうち半
数が全学の作業環境測定に関わり、うち 5名が作業
環境調IJ定士の免許を取得している。また2千万円の
費用でガスクロ (FID，ECD)、原子吸光、 uv分光
光度計、ガスクロ用オートサンプラ一等を購入し、
作業環境測定室に設置して、学内 125部屋の作業環
境を測定している。実習では、最初に試料空気の各
種捕集方法についてサンプリング時使用する機械
を見ながら説明を受けた。次にアセトンの入った洗
ビンのフタを開放しておいた部屋の空気を実際に
サンプリングし、アセトン気中濃度をガスクロによ
り測定することで危険度を表す管理区分の決定を
図1作業環境測定時のサンプリングの様子
行った。わざと高い濃度になるように実習では試薬ピンの口の近くでサンプリングを行ったため、第2
管理区分となり作業環境管理に改善の余地があるという判定となった。サンプリングから分析、判定ま
で各人が行ったため、作業環境測定の一連の流れを体験することができ、大変有意義な実習であった。
企業見学では、大型液晶パネルから液晶テレビの製品まで一貫生産している、ンャープ亀山第1工場を
見学した。工場は大学からパスで約一時間の小高い丘の上にあり、 33万平方メートルの広大な敷地に長
方体の巨大な建物が建っていた。パネル生産ラインは、情報漏洩を防ぐため非公開となっており、特別
な社員しか入れないよう厳重な管理が行われている。このため、見学では紹介映像と 1階フロアーに見
学者用に設けられたパネル組立工程ショーケースで説明を受けた後、液晶テレビ組立ラインのみを見学
した。この工場では、 1 ，800mmx l ，500mm サイズの液品パネルから 26~45 インチの液晶テレビを生産
しているが、第2工場の建設も始まっており、今年6月からは2，160mmX2，400mmサイズのパネルか
ら50インチの液晶テレビの生産も行われるとのことであった。
物理・化学コースということで、どちらの専内の人にとっても興味深い研修内容で、量子論など普段
は聞く機会のない講義などもあり、有意義な3日間であった。
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平成17年度東海・北陸地区国立大学法人等技術専門職員研修日程(物理・化学コース)日程表
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